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太閤検地と福岡藩初期の石高

松 下 志 朗

はじめに

1. 筑前における太閤検地

2. 福岡藩の成立と石高制

むすび

はじめに

幕藩制社会の特質をなすものの一つとして石

高制をとり上げるとき，基本的には封建的土地

所有との関連で考察されるべきことは当然であ

るが， まだ石高制の成立過程やその内容等につ

いて不分明なところが多い。

格式表示基準としての機能に注目するにし

ろ，または年貢徴収基準としての側面の究明に

しろ， 基本的なことがらが意外に知られていな

い。小稿ほ，石高制のもつ領有権的性格に即し

て考察を試みたものであり，そのような意味で

の制約を負うものであるが，九州史研究の現状

では， 石高制の実態そのものを追求することが

まだ必要であると考える。敢えて事例を追加す

るゆえんである。

1 . 筑前における太閤検地

天正15年6月25日秀吉による九州分割の結

果，小早川隆景は伊予より移されて筑前1国，

筑後1国，肥前1郡半を領有することとなった

が見 入部以後小早川氏の実施した検地につい

てほ明らかでない面が多い。まず検地の施行年

代については， 天正16年より少くも志摩郡に

着手され叫 翌17年には宗像郡・上座郡， 同

18年には穂波郡・三笠郡に実施され， おそら

＜天正16~18年間に筑前1国，筑後2郡，肥

前2郡の小早川氏領の検地作業は終了したと考

えられる3)。 なぜならば天正19年3月13日，

30万7300石の秀吉朱印状を下附されているか

らである匁

ところで， この検地についてまず第一に指摘

されなければならないのは， 検地の前に「指

出」を徴していることである。第1表Aは前年

に「社家分弐百町田畠辻」を書上げたものであ

り，第2表Aは打渡状であるが，前者は社官よ

り桂宮内少輔宛に指出されており，後者につい

ては打渡状と同一年と考えられる天満宮留守大

鳥居法印宛の井上又右術門・安国寺恵環連署書

状に「任書付之旨， 被進之置候，」とあり， そ

の書付は指出と考えられることからである匹
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経済学研究第 41巻第1号

第13・表石盛の変遷

慶 長 検 地
田畠等級 天正検地 文禄検地

上々村 I上 村 I中 村！下 村 I下々村
石1.斗升合 石斗升合 石斗升合

上々田
石斗升合 石斗升合 石斗升合 石斗升合

上 田 1. 2 0 0 2. 0 2 0 1. 9 1 9 1. 8 1 8 1. 7 1 7 1. 6 1 6 

中 田 7 0 0 1. 0 0 0 1. 7 1 7 1. 6 1 6 1. 5 1 5 1. 4 1 4 1. 3 1 3 

下 田 4 0 0 8 0 0 1. 4 1 4 1. 3 1 3 1. 2 1 2 1. 1 1 1 1. 0 1 0 

下々田 1. 1 1 1 1. 0 1 0 9 0 9 8 0 8 7 0 7 

上 畠 8 0 0 1. 3 1 3 1. 2 1 2 1. 1 1 1 1. 0 1 0 9 0 9 

中 畠 6 0 0 1. 1 1 1 1. 0 1 0 9 0 9 8 0 8 7 0 7 

下 畠 4 0 0 8 0 8 7 0 7 6 0 6 5 0 5 5 0 5 

下々畠 3 0 0 4 0 4 4 0 4 4 0 4 3 0 3 3 0 3 

備 上々 (21 上々 (5),上(1)I上々 (2),上(7)1上々 (1),上(7)上々 (1),中(1)
考 中(2},下(1) 中17),下(9)

カ村，穂波郡2カ村，御牧郡3カ村。

なお村位は田方のものであり，畠方の村位とは必ずしも一致しない（備考欄参照）。

資料：天正検地…「波多江村大八所蔵文書」（児玉饂氏採集文書）
文禄検地・・・「太郎丸村高辻下札」（『福岡県史』第1巻下冊，「志摩郡御床村検地帳」（鎌田五郎家文書）
慶長検地・・・「秋月黒田家文書」（九州文化史研究施設蔵），松崎武俊氏蒐集文書，鎌田穣家文書

第4表太閤検地以前の分米高
～筑前国嘉麻郡山野村

田 数 1 分 米 反当分米

1. 段 石斗7 升0 合0 石斗7 升0 合0 

1・小 6 6 6 5 

゜゚小 2 6 6 7 ， 8 
半 1 

゜゚
2 

゜゚1. 7 

゜゚
7 

゜゚大240歩 3 3 3 5 

゜゚小 3 

゜゚
， 
゜゚90歩 1 7 5 7 

゜゚2. 小 2. 3 3 3 1. 

゜゚゜2. 6 

゜゚
3 

゜゚小 （分古銭 67文）

資料：天正十三年十二月九日
中並喜慶氏所蔵文書（「嘉穂地方史」）

そして天正17年， 前者については「宗像社

領御検地前一昏目録」（第1表B) が作成され

たが，それは前年の「社家分弐百町田畠辻」と

比べて，その田畠数・分古銭において，控除分

を考慮するならば，殆んど差異はないとしてよ

い。

以上のことから，天正期の小早川検地はまず

指出を徴して田畠数と分古銭を決定し， 1反＝

360歩の大半小制はそのまま踏襲しながらも，

年々否・当荒等の控除をなし，分米高を付して

記載様式を整えたと考えられる。

おな，志摩郡波多江村大八所蔵文書6)によれ

ば，天正検地においては第3表のように3斗下

りに分米が付けられている。それを天正13年

における太閤検地以前の分米高（第4表）と比

較してみると，後者の場合1石より 2斗に至る

まで小刻みに分米が付けられているが，太閤検

地を経た前者でも最高額は1石と変化なく， tこ

だ多様であった等級が3等級に整理されてきて

いると言えよう”。

ところで，太閤検地以前の反当分米高と，天

正検地における分米高との最高額が同一であ

り，全体にさほど変化がないことは第4表の

計6石173合が「木介給」分であることを合わ

せ考えると重要な意味を帯びてくる。分米の語
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太閤検地と福岡藩初期の石高

義自体，中世においては一定田地の租米を称す

るものであったが，例えば『算法地方大成』 8)

ほ「永禄・慶長の頃より検地改り，地面の上中

下を以て年貢を石数む定め， 是を村高とす，」

としており，また越後国新発田領の現石高は

「前々其村方之取米を，直二村高二極候」もの

であるとして叫 近世初期の村高が租米に由来

するという。

さて第1表Cは，文禄2年10月10日の「宗

像郡社家半済之目録」であるが，その 3カ村集

計は表示した通りに記されている。すなわち分

米976石余から古荒・ 当荒・当千損分を差引い

た残米741石余のうち半額は半済分，半額は上

納分として翌文禄3年正月に皆納している。以

上のことと，先に引用した波多江村大八所蔵文

書（恰土郡飯氏村の古乗）の分米が意味すると

ころを合わせ考えるならば，文禄検地以前の分

米は天正検地以前の遺制を残していて年貢納高

であったとも考えられよう。

天正検地について以上検討してきたところで

は多分に検地以前の記載様式と内容をもつも

のとして理解し得ようが，しかしそのような妥

第 5表 (A) 文禄検地における切段別と等級との関係～志摩郡御床村

I下 田 1中 田I上 田II山 畠l下 畠 1中 畠I上 畠II中屋敷 l上屋敷
10反以上 1 1 1 

5 // 2' 1 

4 II 7 3 2 

3 II 8 5 1 5 2 

2 // 23 1 2 14 2 

1 II 145 16 3 54 21 2 1 

9畝以上 30 7 6 6 1 

8 II 36 5 11 10 

7 II 39 11 1 10 13 2 1 

6 // 46 10 1 16 17 1 1 1 

5 // 39 5 19 20 1 1 1 

4 // 37 4 1 35 24 1 2 6 

3 II 39 13 1 45 35 1 I 1 7 

2 // 30 6 72 32 7 1 14 2 

1 // 14 3 1 95 39 8 2 26 19 

1 畝 14 3 20 7 8 6 

1畝未満 I 11 I II 115 I 29 I 3 I II 11 I 56 

計 I 521 I 92. I 12 II 521 I 257 I 26 I 10 II 75 I 83 

合田数 63町6段1畝10歩 合畠数 39町4段9畝25歩 屋敷 2町1反7畝04歩

分米 532石0斗6升2合 分米 135石5斗9升0合 分米 24石0斗1升5合

内荒地 41石7斗9升0合 内荒地 29石7斗2升1合 但舟付やしき共

内 上田 2町.反5.畝8.歩24 3石1.斗0升1合2 内 上畠 反5.畝8.1歩6 4石.斗0升6合0 

中田 9. 4. 4. 25 94. 5 0 0 中畠 9. 2. 21 5. 4 1 0 
訳 下田 51. 5. 7. 21 406. 5 5 0 下畠 129. 6. 16 51. 8 6 0 

訳 山畑 250. 2. 02 74. 2 6 0 

資料：『福岡県農地改革史」上巻
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経済学研究

協的な形においても検地作業は決して平坦な道

をすすんだのではなかった。 「川角太閤記」 10)

によれば，佐々成政の肥後国における検地と対

比して「小早川隆景拝領の国，筑前も一揆再発

可仕と見へ申候処を分別を以，事出来不仕様

に被仕候，」 と記しており， 領主権力の対応策

次第ではいつ一揆が勃発するかもしれない危険

性を芋んでいたのである。事実，志摩那におい

ては， 天正19年「御国中年貢上リ米有テ郡中

百姓逃散」 11)という事態に迄立ち至ったので

ある。そのような情況を考慮すれば，文禄2

年花月秀吉が博多津中に発布した定書のうち

「一ぬかハら薪さうし以下，一切不可出之事。

町人百姓に対し，非分於申懸者，一銭きり

第5表 (B) 文禄4年志摩郡御床村の

土地所有構成

階層区分 地 主 数

75 反 以 上 1 

70 

65 

60 

55 

50 

45 

40 1 

35 

30 

25 1 

20 1 

15 5 

10 ， 
5 38 

, 2 反未満 II ss - -

176 

本船付屋敷 16 

新 町 II 26 

弁さ し II 29 

番付村 ／ヽ .8 

さんし ” 6 

計 372 

第 41巻第1号

たるへき事。」12)という個条は文禄2年の朝鮮侵

攻を目前にしてのものであるとはいえ，農村対

策への苦心の程を示すものであろう。

そのような事情は，文禄4年太閤検地を施行

する際にも同じであった。検地に先立って， 3 

月9日秀吉の検地奉行として脈遣された山口玄

蕃頭宗永は，志摩郡惣中に対し次のように布達

している叫

態申遺候，釣田畠当作之儀，ーケ所も不荒様

二，精を可入，失跡在之者，為村中惣作二可

仕，若於不作者，可行曲事， 自然対御代官御

給人申分在之者，植付栢究上を以，悔二聞届

有様二可申付候也，

何よりも田晶皆作の優先策がとられており，

代官・給人に対する弾劾権の行使も檻付け終了

後とされている。

さて，文禄4年における太閤検地の内容を検

討すると叫 田畠とも上・中・下田又は上・

中・下・山畠に等級が分けられ，田畠数も町反

畝歩制を採用し， 1反=300歩で各筆毎に分米

第6表文禄4年以降金吾時代迄の石高増加率

l鞍手郡 1宗像郡 1御牧郡

100.0形以上 3カ村

50.0~ 3 

10.0~ 2 4カ村

5.0~ 

1.0~ 3 5 1カ村

0.1~ 8 6 

0.1%以下 8 8 

゜
11 16 2 

計 I : 38 I 39 3 
： 

資料：文禄四年十二月朔日「筑前国鞍手郡・宗像
郡・御牧郡内目録帳」（『大日本古文害』家わ
け第11ノ1)

「筑前国田畠之高杓々 指出前之帳」
(『福岡県史資料」第1輯）
但し，鞍手郡において文禄4年分に勢田村欠，
宗像郡において「村々指出前之転」に， うつ
ら村欠。
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経済学研究

大豆が付けられていて， 「太閤検地の原則」通

りに検地がなされている。

ところで，第3表により文禄検地の石盛を，

天正検地・慶長検地と比較してみると，田畠と

もにさほど高いものではない。畠方の石盛が慶

長期の下々村にほぼ匹敵するものであるのに対

し，田方は全体に低い。このことは，文禄検地

において，急激な石盛増を避けて，天正検地に

妥協的に残存していた遺制をまず記載様式の面

で払拭することに重点がおかれたためかと考え

られる。従って郷村内部における錯綜した土地

所有関係は必ずしも一戦支配に単一化されえ

ず，検地帳をみる限りでも， 分附記載や， 「御

床村三郎兵衛内 彦平」の記載にみられる内

者， 「藤左衛門作四郎左衛門」のような作人

を記帳しており，そのことは単に記載様式にと

どまらず，第5表をみるときその内容からも言

えるところである。まず(A)表で切反別 (1筆毎

の広さ）をみると，田畠とも 1反歩以上の面積

を有したものが多く， ことに田方において 1反

歩以上の切反別が総筆数の 34.9形を占めてい

ることは驚くべぎことである。また(B)表におい

て土地所有構成をみると，庄屋三郎兵衛の 7町

7反6畝 2歩 (58石642合）を晟高にしてあ

と2町以上層は総名請人372人中僅か 3名とい

う状態である。第 5 表(A)• (B)からうかがえるこ

とは，庄屋の卓越した大経営に御床村1ヵ村が

包摂されていることであり叫又その切反別の

大きさは未だ小膜経営が零細規模の耕地さえも

獲得しえていないことを示唆する。

ところで， 小早川隆景は， 文禄3年11月居

城備後三原に金吾中納言秀秋を迎えて養嗣子と

し'", 翌文禄4年9月には秀秋を筑前に入国さ

せている 17)。その後慶長の役の失態により，秀

秋は慶長 3• 4年の間越前に移され，慶長4年

第 41巻第1号

放されて旧領に復する迄は，秀吉の代官として

石□三成がその支配に当った。従って秀秋の筑
訓支配は短かい期間であるが，その間に「金吾

中納言殿の時之分」として「筑前国田畠之高村

々指出前之帳」 18) (以下指出帳と略称）が作成

されており，それと文禄4年の太閤検地と石高

の異同を照合できる村数を表示すると，第6表

のようになる。全く変化のない村が29ヵ村も

あり， 1 ?f; 以下の増加分をも含めると 59カ村

(73. 7 96)にのぼり， 総体的には大きな増高は

なかったとしてよいが， しかし鞍手郡における

50 9'6以上の増高の村が6カ村もあることは注

目してよい。表示分以外について断片的な史料

で，志摩郡 2カ村の事例を表示すると，第7表

のようになる。文禄4年と「指出帳」とを比較

してみるとき，御床村の場合田畠数は全く同一

でありながら高は文禄4年の 100に対し 162.4

という指数を示し， 板持村でも田畠数の 108.7

の指数に比して，高は164.5という著しい増石

を示している。これら 2カ村の事例が志摩郡に

おいて一般的であったかどうかは確かめようも

ないが，慶長の役前後の慌しい情勢下において

丈量増をはかるいとまもないままに，早急に石

盛の増加のみがなされたのではないかと考えら

れる。慶長3年6月志摩郡在々へ石田三成が発

布した「条々」は7カ条と附則2カ条よりなる

ものであるが， 7カ条の全てが「執納之事」に

関するものであり，附則の第1条においては耕

作仕付終了時の 7月15日以前の「公事篇相論J

を禁じており，徴租の確保に腐心した有様がう

かがえる叫それは第8表における志摩郡の免

率の高さにも明瞭に読みとることができよう。

2. 福岡藩の成立と石高制

慶長5年関力原の役の戦功によって筑前国一
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太閤検地と福岡藩初期の石高

第 8表慶長期の免率

慶長3年 慶 長 10 年

% 
御牧郡宗像郡 l鞍手郡 l穂波郡 1嘉麻郡 上座郡 1下座郡 I志摩郡 計

80~ 2 

75~ 3 

70~ 

65~ 1 1 1 

60~ 3 1 1 

55~ 4 1 1 2 

50~ 7 1 3 2 4 10 

45~ 4 1 3 1 1 4 1. 11 

40~ 2 8 3 5 3 8 3 4 34 

35- 6 10 6 11 4 ， 6 52 

30~ 18 13 7 12 13 4 8 75 

25~ 22 18 ， 13 ， 4 10 85 

20~ 11 10 12 10 8 1 ， 61 
15~ 7 4 6 4 2 1 3 27 

10~ 3 2 1 2 1 ， 
計 I 

26 I 76 59 I 53 I 58 I 
49 31 

I 
42 
I 
368 

悶塁158.o彩 I29. 0% so. 1% 33. 6% I 31. 5彩 I32.3彩 I36.1劣 I33.1彩 I
資料：慶長 3 年…••• 『福岡県史資料」第10輯。
慶長10年・・・・・・「慶長十年筑前国田畠御帳控上」

国に入部した黒田長政は，翌年より検地を施行

したという。それについて， 『田圃諸聞仁八』

は次のように記している。 • 

ー長政公慶長五年筑前国御拝領被遊，同年

冬御入国被遊，翌年か御検地被思召立，同

六七八年二御詮議相極リ，同九年御物成を

以，金吾殿ふ御請取被成り、田畠高三拾万石

余を五拾五万石余I御高増リ， （後略）

慶長6~8年の検地後慶長 9 年の物成高に

よって金吾時代の田畠高より25万石余を打出

し，慶長10年幕府へ届出たとしている。

まず慶長検地の終了年代については現存す

る慶長検地帳を検討する限り，その殆んどは慶

長7年に終了したと考えられる20)0 

次に慶長検地による石高増加については第

9表・Aに示すように，慶長5年小早川秀秋より

引継いだ筑前国一国の田畠高は30万8461石余

であったが，慶長10年幕府への届出高は50万

2416石余と 63%弱の増加をみるのであり211,

しかもそれは第3表にみられるような石盛の整

備（大幅な増石）とともに，田畠数の増加とし

ても直接に表現されたものであった。

『筑前旧租要略』 22)は， この慶長検地が恰

土・志摩郡の西部から始まり， 当初から 50万

石の打出しをねらってその作業はすこぶる厳格

であったが，中途にして目的達成の見込が立っ

たのでゆるやかとなり， 従って「西部二縮ミ

テ，東部二伸ビタリト云フ」里俗の伝承を記録

している。又， 『筑前国各藩田制貢租調査』も

その具体的事例を挙げて， 鞍手郡は余郡より

「軽キ方ニテ」，御笠郡は「国中第一ノ高免郡」

としている。

しかし第9表をみるとき， 金吾時代の村高

（慶長初年のものかと考えられる）に比べての

-9-
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経済学研究第41巻第1号

第 9表 A 慶 長

期

田 両． 畑 高
郡名
金吾時代 I 慶長 10 年 1 増指数加 金吾時代 慶長 10 年 1 指増数加

＊御牧郡 19488石6斗4升7合6勺 31900石5斗5升1合5勺 163.7 3266石7斗3升1合4勺 7449石9斗2升1合9勺 228.1 

＊宗像郡 27130. 9 8 8 9 36814. 4 1 4 0 135.7 5324. 9 3 5 0 11474. 4 9 8 1 215.5 

＊鞍手郡 17289. 5 5 6 0 36141. 4 6 4 0 209.0 4146. 9 6 0 0 11322. 6 3 6 0 273.0 

穂波郡 21609. 2 8 4 4 28455. 9 8 9 0 131. 7 1903. 7 5 2 6 4146. 4 1 6 0 217.8 

＊嘉麻郡 15589. 2 1 9 2 33509. 7 6 7 1 215.0 2009. 0 2 3 9 5350. 6 3 4 5 266.3 

上座郡 6330. 5 1 2 2 12176. 8 5 4 0 192.4 3988. 8 8 4 〇 9028. 8 6 6 0 226.4 

下座郡 5881. 6 1 2 0 12664. 6 5 1 6 215.3 1878. 5 0 5 0 5306. 6 8 9 4 282.5 

夜須郡 16038. 6 2 8 0 28169. 4 2 7 8 175.6 2142. 9 5 2 0 5036. 3 7 2 2 235.0 

＊御笠郡 17510. 4 1 5 0 27834. 2 3 8 0 159.0 2908. 4 3 1 0 4773. 3 6 6 0 164.1 

＊粕屋郡 32497. 7 2 2 0 45258. 8 1 9 5 139.3 4562. 7 3 2 0 8181. 8 5 3 7 179.3 

席田郡 6456. 0 0 7 0 8188. 7 1 6 0 126.8 563. 9 9 7 0 531. 1 9 4 0 94.2 

那珂郡 25742. 1 2 8 7 31486. 6 3 5 5 122.3 3649. 9 3 5 3 5011. 5 9 0 5 137.3 

早良郡 24788. 0 1 3 0 35169. 8 0 2 1 141. 9 2161. 5 1 6 0 3502. 7 5 9 9 162.1 

志摩郡 20991. 0 5 7 0 29721. 6 0 4 1 141. 6 3788. 1 6 4 0 7700. 8 3 0 9 203.3 

恰土郡 8136. 3 7 3 0 14227. 0 0 8 0 174.9 684. 9 5 9 0 1878. 4 6 0 0 274.2 

計 265480. 1 6 4 0 1411719. 9 4 2 2 155. 11 42981. 4 7 8 2 90696. 0 8 9 1 211.0 

但し＊印については， 金吾中納言時代と慶長10年とでは村に出入りがあるので， 慶長10年の郡域に合わ
資料： r田圃諸聞』仁四・八， 「宝暦郡庁誌』貞， 「筑前国各藩田制貢租調査』， 「福岡県史資料」第壱

第 9表 B 慶 長 期

田 数 畠 数
郡名

I 1 指増数加 I I 増指数加金吾時代 慶長 10 年 金吾時代 慶長 10 年

＊御牧郡 1648町3反8畝16歩 2413町 9反 7畝 05歩 146.4 657町 8反 5畝 28歩 981町 8反 0畝 22歩 149.2 

＊宗像郡 1966. 2. 6. 28 2303. 8. 9. 16 117.2 1077. 0. 4. 09 1558. 8. 3. 14 144.7 

＊鞍手郡 1654. 6. 5. 11 2382. 0. 6. 18 144.0 819. 9. 5. 20 1366. 0. 2. 16 166.6 

穂波郡 1465. 2. 0. 13 1932. 0. 8. 06 131. 9 359. 0. 5. 03 545. 6. 3. 04 152.0 

＊嘉麻郡 1461. 6. 5. 05 2165. 0. 3. 02 148.1 381. 3. 7, 20 686. 8. 7. 25 180.1 

上座郡 544. 2. 3. 29 732. 2. 7. 07 134.5 742. 6. 7. 04 1059. 2. 5. 07 142.6 

下座郡 552. 6. 1. 08 805. 6. 4. 09 145.8 820. 2. 8. 06 634. 8. 8. 04 198.3 

15郡計 I I I I I I 

増加指数をみると，鞍手郡はむしろ余郡よりも さらに，第 9 表A•B より郡平均の反当石高

遥かに高い数値を示しており，又御笠郡は平均 を田畠別に計算すれば，第9表Cのようになる

値163弱を下廻わっており，殊更に「西部二縮 が，穂波・下座郡を例外としてあとは田方より

ミテ，東部二伸ビタリ」という現象はないとし も畠方の石盛増にウエイトが置かれていること

てよい。 も注目されよう。

むしろ，慶長検地は全藩的に田畠数を打出し ところで『古事秘録』 28)によれば，「御検地

ており （第9表B参照）， その点で慶長初年に とても左様二俄二ニ十万石程地を打出シ可有之

おける石盛のみの増加現象とは対象的である。 様無之附尤竿尋常六尺三寸を六尺二御検地ノ
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太閤検地と福岡藩初期の石高

の 石 —L— g 
1~J 増 加

ム口 高

I冒誓I 

備 考
金吾時代 慶長 10 年

、-

22755石3斗7升9合0勺 39350石4斗7升3合4勺 172.9 頓野村→鞍手郡

32455. 9 2 3 9 48288. 9 1 2 1 148.8 
宮永坂・上有丸木・長井津多点留・ 室木丸楠村→三村鞍郎→手丸遠郡→賀郡宗

21436. 5 1 6 0 47464. 1 0 0 0 221. 4 ｛野・武• 徳重馬・久麻 ・石・ 像郡口野
原・勢田・鹿毛 → 郡， 橋

23513. 0 3 7 0 32602. 4 0 5 0 138. 7 

17598. 2 4 3 1 38860. 4 0 1 6 220.8 

10319. 3 9 6 2 21205. 7 2 0 0 205.5 

7760. 1 1 7 0 17971. 3 4 1 0 231. 6 

18181. 5 8 0 0 33205. 8 0 0 0 182.6 

20418. 8 4 6 0 32607. 6 0 4 0 159. 7 炭焼村→村粕屋郡

37060. 4 5 4 0 53440. 6 7 3 2 144. 2 ｛西郷ノ本間 ・西→「正郷鞍徳手ノ下郡四村年 ・手光・竿 ・舎利蔵村→宗像
郡沼口村

7020. 0 0 4 0 8719. 9 1 0 0 124. 2 （ゴチックは 御固中郡々村別田畠高帳」…『筑

29392. 0 6 4 0 '6498. 2 2 6 0 124.2 前国各藩田制買租調査』によった。）

26949. 5 2 9 0 38672. 5 6 2 0 143. 5 

24779. 2 2 1 0 37422. 4 3 5 0 151. 0 

8821. 3 3 2 0 16105. 4 6 8 0 182. 6 

308461. 6 4 2 2 502416. 0 3 1 3 162. 91 

せて比較した。 合計数は筆者の計算1こよった。

輯，「筑前判物高控」（『大ビ本史料』第十二編之三）。

の 放 別 増 加

A にこ［ 田 曰白 数

I 慶長 10 年 培指数加金吾時代

2306町 2反 4畝 14歩 3395町 7反 7畝 27歩 147.2 

3043. 3. 1. 07 3862. 7. 3. 00 126.9 

2474. 6. 1. 01 3748. 0. 9. 04 151. 5 

1824. 2. 5. 16 2477. 7. 1. 10 135.8 

1843. 0. 2. 25 2851. 9. 0. 27 154.7 

1286. 9. 1. 03 1791. 5. 2. 14 139.2 

872. 8. 4. 14 1440. 5. 2. 13 165.0 

29692. 6. 8. 23 38937. 9. 1. 15 131. 1 

時分被仰付帖由，」 としているが， 間竿による

差異は1割弱であり， 3割強の打出し（第9表

.B)の説明とはならず，又間竿についての『筑

削国各藩田制貢租調査』の記述とも異なるとこ

ろであり，にわかに信用し難い。

かえって『古事秘録』中に私見として述べら

れている所が説得的である。即ち，

三十万石余ヲ御検地を以五十万石余二長政公

被遊，御検地竿御入御打出シトテモニ十万石

余分御検池ょて御打出可有之様無御座杯，大

形ハ物成四ツ五‘ジノ村ヲ高を御増被成杯而，
(1nカ）

御免三ツ余二も被成l1ヽ被成様ノヨシ， 夫故慶

長九年御物成を五十万石高：て割打ヽヘハー統

掻免三ツ三分アタリタルヨシ，

長政入部当初より30万石余分の旧頷地を，「公

儀二被対深キ御思慮有之」 50万石余にするため
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経済学研究第 41巻第1号

第 9表 C 郡平均反当高

郡 名
田 方： 畠方

金百叶 !-I'.: 慶長 10年 1指数 i金吾時代！慶長 10年 1 指数

御牧郡 石¥. 斗1 刀8 合2 石¥. 斗3 升2 合,j ' 111. 8 石吐4 升9 合7 石斗7 升5 合9I 1 152.7 
宗像郡 1. 3 8 0 1. 5 9 8 115. 8・4  9 4 7 3 6 149.0 

鞍手郡 1. 

゜
4 5 1. 5 1 7 145. 2 'I 5 0 6'8  2 9 ' 163.8 

穂波郡 1. 4 7 5 1. 4 7 3 99. 9 5 3 0 7 6 0 143.4 

舷麻郡 I，1. ゜
6 7 1. 5 4 8 145.1 』 5 2 7 6 3 3 120.1 

上座郡 1. 1 6 3 1 ， 1. 6 6 3 143.0 ;) r 3 7 8 5 2 158.7 

下即郡 1.

゜
6 4 I : 1. 5 7 2 147.7 5 8 7 8 

0 ゚
B 142.4 

早良郡 i1. 2 7 5 1. 5 1 1 118.5 6 2 3 8 1 3 130.5 

資料：第9表A記載分の外，早良郡については（仮題） 「早良郡村別高害上帳」（鎌田穣家文害）によっ
た。

第 10表 」
,c. ヽ 摩 郡 物 成 高

年代 惣 高 物 成 1 内御免し分 1 残詞定物成 こめん内大豆

石斗升合 石斗升合 石斗升合石斗升合ツ分厘 石斗升合
慶長3年 24,775. 8 5 0 14, 363. 0 2 2 1, 261. 0 3 8 13, 101. 9 9 l 5. 2 5 3, 295. 1 5 0 

,1 I I 12, 782. 3 s o 5. 1 6 2, 554. 3 1 6 
5 10, 545. 4 2 7. 3 4. 2 5 2, 293. 1 6 8 

10 37,422. 4 3 5 (12,349. 4 0 3) 

資料：『福岡県史』第1巻下冊。但し，慶長10年分は惣高の「併御免三ツ三歩」で算出した。

第 11表 表

高

田 高

増加率 I 

畑
罰B 名

表 高 内 証 高 表 向

御牧郡 31900石 5斗5升1合5勺 I 7449石 9斗2升1合9勺

宗像郡 36814. 4 1 4 0 I 41287. 6 8 1 5 12. 2 11474. 4 9 8 1 ！ 
鞍 手郡 36141. 4 6 4 0 42838. 2 0 4 5 18. 5 11322. 6 3 6 0 

， 

柏波郡 28455. 9 8 9 0 32011. 1 0 0 0 12. 5 4146. 4 1 6 0 

嘉麻郡 33509. 7 6 7 1 37574. 6 1 6 7 12. 1' 5350. 6 3 4 5 

上座郡 12176. 8 5 4 0 13666. 2 7 0 1 12. 2 ! 9028. 8 6 6 0 

下座郡 12664. 6 5 1 6 14234. 9 9 9 8 12. 4 5306. 6 8 9 4 

夜須郡 28169. 4 2 7 8 31590. 6 7 2 1. 4 12. 1 5036. 3 7 2 2 

御笠郡 27834. 2 3 8 0 
' 
31285. 3 4 4 7.2 12.4 4773. 3 6 6 0 

粕屋郡 45258. 8 1 9 5 50978. 0 4 0 0 12.6 8181. 8 5 3 7 

席田郡 8188. 7 1 G 0 9186. 0 9 0 0 12.2 531. 1 9 4 0 

那詞郡 31486. 6 3 5 5 35505. 0 9 9 0 12.8 i I 5011. 5 9 0 5 
早良郡 35169. 8 0 2 1 39476. 2 6 4 6 12.2 3502. 7 5 9 9 

志摩郡 29721. 6 0 4 1 33351. 0 9 7 2 12. 2' 7700. 8 3 0 9 

恰土耶 14227. 0 0 8 0 15626. 1 4 4 0 
I 
9. 8 1878. 4 6 0 0 

計 I 411719. 9 4 2 2 465084. 6 5 3 1.6 I 13.0 I 90696. 0 8 9 1 I 
資料：『田圃緒間』仁四 C九州大学経済学部蔵），『筑前国各藩田制貢祖調査』『慶長中調 筑前国各村別石高帳』

ー 12-

kyudaitosho_enkaku57
ノート注釈
kyudaitosho_enkaku57 : None

kyudaitosho_enkaku57
ノート注釈
kyudaitosho_enkaku57 : MigrationNone

kyudaitosho_enkaku57
ノート注釈
kyudaitosho_enkaku57 : Unmarked



太閤検地と福岡藩初期の石高

に物成より逆算したという。たしかに慶長9年

の物成164,411石 290合を 3ッ3分で除せば，

498,216石 3升余となり， それに寺社領4200

石を加えれば．幕府への届出高と全く一致ずる

のである。又，志摩郡の物成高を慶長3~5年

分についてみると第10表のようになるが， 一

方慶長10年の志摩郡惣高をオ井免 3ッ3歩で乗

ずれば，慶長初年の物成量と大差はなく，さら

に慶長10年華府への書上高の算出基準となっ

たという慶長9年の物成高を，慶長検地以前の

惣高 304,261石余（社領4200石は差引く）で

除すれば， その免率は5ツ4歩余となり， 「三

分ー作徳，三分二運上」の免率より「御免し分」

を控除した「こめん」としてはほぼ妥当する

ものと考えられる（第8表参照）。

従って，慶長検地は，従来通りの物成量を確

保し，家格は小早川氏領と同格とするために，

高を逆算し，田畠数もそれに合わせて幕府へ届

出たのではないかと考えられる。

ところで， 一説によれば， 当初 60万石を打

出したが， 書上高を 50万石余にとどめ， 残り

94千石は寛永期迄書上げられることはなく，

その後新田高として処理されたという"'。その

「古高引残高」は「内証高」として，第11表に

みられるような数値を示している。それは，「御

内証高帳二而只今御郡帳同前之儀二而， 此御帳

慶長年中相調杯帳」 25と前書されているもので

あるが，その内証高と慶長7年作成の検地帳49

冊2GIと照合してみるとぎ照合村数43カ村中，

内証高と検地帳の古高と全く一致するものは18

カ村であり，残り 25カ村中 19カ村は検地帳古

高が内証高を上廻わっているのである（何故一

致しないのか，又未照合分が生じるのかは，今

は不問に付しておく）。

次に，表高と内証高を各郡別に比較してその

増加率をみると， 鞍手郡の 17.1%, 恰土郡の

10%を例外として， あとは平均値12.7 %の 1

％内外の範囲内にあり，郡別の差異はそれ程顕

と 内 証

高

高 人口 舌向 I 

内 証 高
l増加率---- 表------ 高—―ー-、;！1し一・・------内 証 -高・一--- 増加率 II 平c表均免高）率

8249石 8斗0升2合7勺 JO. 796 I 39350石 4斗7升3合4勺 44723石 8斗3升1合6勺

12883. 5 4 6 1 12.3 48288. 9 1 2 1 54171. 2 2 7 6 12. 2 30.1 

12741. 9 0 4 5 12.5 47464. 1 0 0 0 55580. 1 0 9 0 17.1 33.6 

4650. 0 0 7 0 12.1 32602. 4 0 5 0 36661. 1 0 6 0 12. 4 31. 5 

6001. 0 7 3 0 12.2 38860. 4 0 1 6 43575. 6 8 9 7 12.1 32. 3 

10114. 9 6 3 4 12.0 21205. 7 2 0 0 23781. 2 3 3 5 12.1 36.1 

5955. 7 0 0 8 12.2 17971. 3 4 1 0 20190. 7 0 0 6 12. 3 • 33.1 

5648. 0 8 0 2. 4 12.1 33205. 8 0 0 0 37238. 7 5 2 3. 8 12.l 32.6 

5377. 5 1 9 9.8 12.7 32607. 6 0 4 0 36662. 8 6 4 7 12. 4 36. 4 

8887. 4 6 2 8 8.6 53440. 6 7 3 2 59865. 5 0 2 8 12.0 34.6 

595. 9 2 0 0 12.2 8719. 9 1 0 0 9782. 0 1 0 0 12. 2 30. 4 
＇ 5617. 0 1 2 0 12.1 36498. 2 2 6 0 ' 41122. 1 1 4 0 12. 7 34. 7 

3884. 0 4 4 4. 3 10.9 38672. 5 6 2 D 
＇ I 

' 

8625. 9 4 0 9 12.0 37422. 4 3 5 0 41977. 0 3 8 1・12. 2 31. 8 

2103. 4 4 8 0 12. o I 16105. 4 6 8 0 
I 
17729. 5 9 2 0 ! 10.0 28.1 

l 01336. 4 2 5 8. 5 11. 7 I 502416. 0 3 1 3 566422. 0 8 1 1 I 12. 7 I ss. o 

（福岡県文化会館蔵）
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経済学研究第41巻第1号

第 12表 表高と内証高の増加率

増減率 ！御郡牧 宗郡像 1鞍郡手 1穂郡波！嘉郡麻 1上郡座！下郡座 1夜郡須 1三郡笠 1粕郡屋 1筵郡田 1那郡珂！早郡良 1志郡摩 1恰郡土

67.9 1 

50. 1~65. 0 1 3 2 2 1 

53.0 (19) 

50. 4 (12) (23) 

45. 1~50. 0 ! ， 3 1 1 1 

46. 2 (19) 1 

46.1 1 (21) 

40.1~45.0 1 1 

41. 9 (6) 

41.1 i (16) 

40.5 (20) 

36.6 (18) 

35.1~40.0 2 

30. 1~35. 0 4 1 

30. 9 (28) 

25.1~30. 0 81 1 7 

26. 2 (12) 

25. 0 (15) 

22.8 I (31) 

21.3 (50) 

20. 1~25. 0 2 1 1 1 

12.1 (7) 

10.1~15. 0 1 

0.1~ 5. o I 1 1 四｛晶 1 4 3 2 4 1 

増減なし 23 I 37 29 24 so 15 20 26 28 38 o 26 22 24 13 

計 I76 I 59 I 53 I 58 I 49 I 31 I 42 I 42 I 56 I 67 I s I 62 I 47 I 44 I 21 
但し表中の数字は村数である。 eは内証高減少分。（ ）内は内証高増加分中，最大頻度のものである。
資料：第6表以外に，夜須郡以下8郡の表高については，「筑前国中郷帳」（九州大学文化史研究施設蔵）

を使用。

著ではない。しかし，各郡内の村別にその増加

率をみると， 第12表で明らかなようにほぼ半

数の村は表高と内証高とが全く一致し，残りの

半数の村についても各郡によりその増加率に相

当な幅はあるが，それぞれの郡内における増加

率は画ー的である （（）分参照）。先述したよ

うに各村の検地帳古高の大半が内証高と同じか

又はそれを上廻わるものであることを考慮する

ならば， 幕府への書上高は全く 「算面の作り

物」であるにしても，各村における石高の増加

については何らかの一定の基準があったのでは

ないかと推測されるところである。慶長検地が

ほぼ慶長7年の1カ年で終了していることより

各村における 1筆毎の土地丈量がなされてその

上で石高が確定したのではなく，先述したとこ

ろで明らかにしたように従来の貢租額を確保

することに重点がおかれ，そこから当然物成高

より高が逆算され，田畠数との調整のために「

小付」を伴なう村位決定がなされたのではない

かと考えられよう。第13表で慶長検地の村高

とそれ以前のものとを比較してみると，その増

減率は全く種々であり，なかにはかえって減少
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太閤検地と福岡藩初期の石高

第 13表 慶長検地における村高の増減

増減指数 御郡牧1宗郡像 鞍郡手穂郡波嘉郡麻上郡座下郡座1夜郡須三郡笠粕郡屋筵郡田那郡珂早郡良志郡摩恰郡土

1000以上 1 1 1 

900 II 1 

800 II 

700 ／／ 1 

600 ’’ 1 

500 II 1 1 1 2 1 1 

400 ‘’ 2 1 1 2 1 

350 II 1 1 1 1 1 2 1 

300 II 3 2 2 1 5 2 1 3 4 1 

250 ,, 3 1 4 2 3 3 5 2 2 2 1 2 1 1 

200 II 7 6 2 7 12 ， 6 5 7 4 5 7 4 5 

150 ” 7 14 11 13 11 4 ， 5 11 19 1 10 ， ， 6 
100 II ， 15 6 17 10 4 5 12 16 19 3 20 11 11 2 
50 ’’ 1 3 5 7 2 1 7 12 3 7 7 1 

50未満 1 1 1 1 

計 I 33 I 44 I as i 52 I 44 I 21 I 31 I 29 I 50 I 58 I 7 I 441 37 I 26 I 14 
未照合村数 I al s I 15 / 31 sJ 4[ 51 91 al 61 1 I 51 91 al ゜慶長10年村数 I 76 I 59 I 53 I 58 I 47 I 31 I 42 I 42 I 56 I 67 I s I 631 47 I 44 I 23 
表中の数字は慶長初年のものと考えられる「金吾中納言時代」の村数である。なお未照合分は慶長10年現
在におけるものである。増減指数は，（慶長初年）「金吾中納言時代」の村高を100としたときの慶長10年村
高の指数である。
資料：『筑前国中郷帳J,『筑前国田畠御控帳』，『福岡県史資料』第1輯，「福岡県史資料」第10輯。

しているものさえあるが，それらのバラエティ

ーは，すでに文禄4年迄に設定された太閤検地

の石高が村高の表示基準としては破棄されたこ

とを物語るものではなかろうか。

なお， 『古事秘録』が内証高について記して

いるところを引用しておこう。

慶長十年御国絵図も被指上枷郷村帳も御書

上無之，此分皆し免能村ミニ而御内証御所望

也，高五十万石被極几時分，御家門御家中知

行大分出，御蔵納わっか二御座几得共，此九

万石新田被遊置附免能，御物成能ヲも御勝手

御財用之差引も相済沿

福岡藩においても又内証高は，蔵入高増加の

手段として，巧妙に設定されているのである。

むすび

以上，筑前国における天正検地・文禄検地・

慶長検地を通じて，石高制の成立過程を検討し

てきたが，次に要約しておこう。

天正検地は，小早川氏の私検地として行なわ

れ，それは検地の前に指出を徴し，記載様式の

上では旧来の田畠検注とさほど大きな差異は見

出せないが，しかし妥協的な形にしろ分米が付

されて，石高による一国の知行宛行がなされた

ことは，石高制への大きな転換を意味したと考

えられる。

そして文禄4年の太閤検地を通じて，いわゆ

る「太閤検地の原則」に合わせた形で石高制ほ

整備されてくる。それは石高制のもつ機能（格
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経済学研究

式表示基準と年貢徴収甚準）の二側面の一致を

志向するものであったと考えられるが，しかし

分附記載や隔絶した大高持の存在等にうかがわ

れるように郷村内部の秩序を「太閤検地」が企

図した政策で整序するには程遠く，ただ記載様

式の面の整備に大きな比重がかけられていた。

慶長検地に至ると，石高制のもつ二面性は明

らさまに乖離して（表高と内高の存在等）， む

しろ太閤検池の過程で設定された石高は年貢徴

収基準としての側面では実質的に破棄されたふ

しがうかがえ，物成高より逆算した形での村高

の決定をみたと推測される。そしてその際に造

出された内証高ぱ，藩の勝手方財用に充てるた

めの蔵入分として，幕府への届出はなされない

まま，種々の操作をうけたと考えられる。

注

1) 「豊臣秀吉朱印領知目録」（『大日本古文雷』 家

わけ第八毛利家文告之三）

2) 朱雀文書「目天正寛文年間古記」（『福岡県史』
（天正）

第一巻下冊参照）に「同十六戊子筑前国惣御検地

アリ」と祀され，また天正十六戊子年七月七日の

奈良崎文書（『福岡県史』第一巻下冊写真版）に

も「右之通筑前国検地被申付」とある。

3) 木村忠夫氏「九州の太閤検地」（上）（『西日本

史学』第十九号）

4) 『大日本古文書』 家わけ第十ーノー 小早川家

文吾之一

なお小早川氏の石高について藤野保氏は「九州

における幕蕪領主支配の特質(-)」（『九州文化

史研究所紀要』第十六号）第1表で，小早川領に

おいて文禄2年50,150石加増とされているが，

小早川家文書による限り加増の事実はなく，おそ

らく文禄四年十二月朔日発給された筑前国鞍手

郡・宗像郡・御牧郡内の計50,150石の幾臣秀吉

検地知行朱印状を混同されたのではないかと考え

られるが，その朱印状は「今度以検地上，無役被

宛行畢，」という文言にも明らかなように，太腔

検地の結果としての台所入無役分の宛行状であ

る。

第41巻第 1号

5) 『福岡県史資料』第7輯。

『
大宰府
太宰1/.f
博多
天満宮史料』 続中世編（八）。

註3論文参照。

なお，第1表Cの最下段で 1俵5斗入としたの

は，天正十五年丁亥八月十一日「粕属郡和白当御

土貢米大豆請辻」（福岡市束区和白 小金丸種尚

氏蔵）に「但俵別京舛五斗入」と記戟されてい

たのに依る。

なお指出の徴発が，「秀吉の検地の初まり」であ

ることについては，中杓吉治氏『近世初期農政史

研究』参照。

6) 『児玉饂氏採集文壽』（九州）ぐ学経済学部所蔵写

本）

7) 筑後地方の一山村では，天正検地の時点におい

ても田方を 9等級に分記していて，太閤検地以前

の多様さを伺わせるものがある。（拙稿「久留米

藩の石高制と徴租法」：福岡大学『人文論叢』第

2巻第4号）

8) 秋田十七郎義一編『算法地方大成」

9) 「勘定所指出方勤方心得書」（『古事類苑』政治

部四）なお，鷲昆等曜氏「江戸時代初期の年貢」

（『岐阜経済大学論集』第2巻1号）参照。

10) 『古事類苑』政治部四

11) 註2朱雀文書。なお，文禄五年後七月十三日面

麻郡宛山口玄蕃頭「条々」（臼井家文書）参照。

J2) 櫛田神社古文書「定」（『大宰府・太宰府天縞

宮・博多史料』続中世編（八））

13) 註2朱雀文書。

14) (仮題）「志摩郡御床村御検地帳」（鎌田五郎家

文書）。註3論文。

なお， 当該史料の内容については， 『福岡県農

地改革史』上巻参照。

15) 『鎌田氏中家記録』（鎌田穣家文書）によると，

鎌田氏の第 22代鎌田三郎兵衛鎖呂について「天

正年中加布里の城（深江宮内也）有，与力と成ル

と言給ふ」と記しており，またその男，孫右衛門

道鎮については， 「大正十五年か御床村領， 小早

川隆呆領地成Jレ， 牢人仕， 百姓成Jレ．」としてい

て，文禄四年検地帳に名請人として登録されてい

る御床村庄屋三郎兵衛と一世代のずれを生じてい

るけれども，鎌田家が在地土豪として大きな支配

力を有していたことは想定してよかろう。外にも

慶長検地直前のものと考えられる，慶長六年正月

「志摩郡内北崎村軒付帳」（『児玉置氏採集文害J

ー）に，
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太閤検地と福岡藩初期の石高

（子力）
遊良庄 家数十六間内七間名よ

惣左衛門三卜六 女厨三十二

男初作十一 ほそ八

母八十 下女
（子）J) 

家数六間内 一間名1二間つはね

初助三—卜 女房二十七

かめ寿六 かくせい卜五

下人
こしおれ．

清二郎二十円 おち六十
（子）J) 
名よ

うて 五十八 おそへ三十

已上何人

牛二疋

とあり，下人・名子を含んだ家族構成をもつ大経

営の一端がうかがわれる。

又，志麻郡小金丸郷の小金丸主税之丞虎政は，

玉人立花統虎が天正 14年柳川へ移転したあと

「農人」と成ったが， 次代の久左衛門について，

慶長検地の結果を次のように記している。

炭長七寅九月御検地， 自分田畠九町―ff反余
又五郎

也，外又下｝ 五反余造ス，都合拾町余＼六蔵

之御書付也， （『児玉端氏採隻文書四］， 『小

金丸家系謹』）

なお，前代の上豪が多くは農民身分の土豪的地

主として存続し， しかも殆んど村役人として郷村

統治機構の中に組み込まれていった事例について

は，秀村選三氏「福岡藩における夫役の賦課法と

規制」（『藩社会の研究』）参照。

16) 「豊工秀吉朱印状」（『大日本古文古』 家わけ第

八毛利家文場）

17) 「宗湛日記」（『ネ屈岡県史資料』第五輯）， 「豊臣

秀吉朱印状」（「大日木古文杏』 家わけ第十ーノ

ー小早川家文書ー）

18) 『椙岡県史資料」第一輯

なお， 「指出帳」が天正検地のものでないこと

については，『福岡県農地改革史』上巻，『福岡県

史』第一巻下冊参照。また文禄検地のものでもな

いことについては以下行論で明らかにする。また

「農政座心二」（『古事類苑』政治部四）によれ

ば， 「慶長元年， 筑前ヲ始，九州悉検地ヲ仰付ラ

レ」とあるが，金吾時代の「指出帳」とどのよう

な関係にあるのか判然としない。

19) 朱雀文書（『福岡県史』第一巻下冊）

20) 『福岡県史』第二巻上冊（全15郡分）

「松崎式俊氏蒐集文富」（入江家・吉武家・豊丹

家文書…下座郡・御牧郡）

「慶長七年西貝塚村検地帳ノ内」（志摩郡御床村

鎌田穣家文舎）

「秋月黒田家文書」 45冊（九州大学九州文化史

研究施没蔵…夜須・下座・ 穂波・嘉麻郡）

『福岡県史』第二巻上冊は， 黒田浜町別邸保管

の製長検地帳七百数十冊の目録採録によって完了

年月を記しているが， うち鞍手郡が慶長7・8・

13年，粕屋郡が殿長7・9年，早良郡・御牧郡が

慶長7・13年，宗像郡が慶長9年で，残りは全て

慶長7年のみである。（この検地帳の年代採録に

ついては，慶長7年以降の年代で記載されている

「新田畑」の設定年代まで誤って入っているので

はないかと考えられる。）現在， それらの検地帳

を確かめる事はできないが，管見の限りでは，本

田畠の検地について裟長8・9・13年分に未だ接

する機会を得ていない。なお，『郡方覚書』（九州

大学経済学部所蔵）には「翌年か御検地事被思召

立， I司六・七・八年二御餃儀粗極」という本文の

記事に次のような付築を付けているが，真偽の程

は確かめようもない。

此ケ条相違有，此御検地ハ慶長七年二初リ十三

年二終）レ，是本村也，枝郷ハ承応之頃迄之御検

地也，慶長六年ーケ年ハ御検地無シ，是ニハ訳

ケ有）レ事也，

21) 「筑前判物高控」（『大日本史料』第十二編之三）

22) 『福岡県史資料』第十輯。

23) 九州大学九州文化史研究施設所蔵。他に『農政

紀聞』等参照。

24) 『古事秘録』に次のように記されている。

疫長十年十月二出巾打、御判物前高五十万弐千四

百拾六石二而御座桝新田ハ加リ不申n、，其以
後元和三年九月二出巾n、御判物石高も，右同前
二御座n、事，

25) 太田資料『疫長中潤 筑前国各村別石高帳」

c駕岡県文化会館所政）
26) 註20参照。

あとがき

小稿の作成にあたり，次の方々にお世話になった。

記して謝意を表する。

鎌田穣氏，朱雀哲夫氏，松崎武俊氏，祖岡県文化会

館，九州文化史研究施設。

なお，小稿は， 福岡藩史研究会 (1974年6月1日）

において発表したものである。
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